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その結果， upで標識される蛋白質の存在を検出できた。オートラジオグラフィ ーでは，HV JのF，
(分子量15KDa)より高い移動度を示L，このパンドは非標識のATPでチ ェイスされる。さらに銀染






























この研究の結果NPとPとは 1 1の結合体をつくること， PとMとも結合すること NPはHVJの
ゲノムRNAと特異的に結合すること，またPはゲノムRNAのほかウサギ肝のRNAとも非特異的に
結合することなどを明らかにすることができた。これらの結果は，従来間接的な知見から推定されてい
たHVJのヌクレオカプシドの構造模型に実験的支持を与えるものである。
これらの研究成果はHVJが従来知られていなかったATP水解活d性を持つことを明らかにし，また
そのヌクレオカプシド構造解明に大きな一歩を進めたものであり，理学博士の学位に十分値するもので
ある O
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